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衆
議
院
議
員

坂
誠
二
君
提
出
英
国
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
に
保
管
さ
れ
て
い
る
日
本
が
保
有
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
保
障
措
置

状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員

坂
誠
二
君
提
出
英
国
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
に
保
管
さ
れ
て
い
る
日
本
が
保
有
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
保
障

措
置
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
及
び
３
並
び
に
二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
共
同
実
施
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
離
脱
前
」
に
お

い
て
は
、
英
国
に
移
転
さ
れ
た
「
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
関
す
る
協
力
の
た
め

の
日
本
国
政
府
と
欧
州
原
子
力
共
同
体
と
の
間
の
協
定
（
平
成
十
八
年
条
約
第
十
四
号
。
以
下
「
日
ユ
ー
ラ
ト
ム
原
子
力
協

定
」
と
い
う
。
）
第
八
条
２
(b)
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
欧
州
原
子
力
共
同
体
（
以
下
「
ユ
ー
ラ
ト
ム
」
と
い
う
。
）

及
び
国
際
原
子
力
機
関
（
以
下
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
保
障
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
ユ
ー
ラ
ト
ム
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
「
役
割
分
担
」
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に

な
い
。 

一
の
４
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
共
同
実
施
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
離
脱
後
」
に
お

い
て
は
、
英
国
に
移
転
さ
れ
た
「
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め

の
日
本
国
政
府
と
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
平
成
十
年
条
約
第
十

三
号
。
以
下
「
日
英
原
子
力
協
定
」
と
い
う
。
）
第
四
条
１
(b)

(i)
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
英
国
及
び
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ

る
保
障
措
置
が
適
用
さ
れ
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
英
国
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
「
役
割
分
担
」
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

一
の
５
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

一
の
６
に
つ
い
て 

 
 

英
国
及
び
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
保
障
措
置
が
適
正
に
適
用
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
我
が

国
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

一
の
７
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
規
定
は
、
日
英
原
子
力
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
を
特
定
す
る
際
に
、
「
代
替
可
能
性
の
原
則
及



 

３ 

 

び
構
成
比
率
に
よ
る
比
例
の
原
則
」
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
転
換
、
燃
料
加
工
、
濃
縮

又
は
再
処
理
の
工
程
に
お
い
て
、
特
定
の
核
物
質
と
他
の
核
物
質
と
を
混
合
す
る
こ
と
は
、
国
際
的
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る

慣
行
で
あ
る
が
、
混
合
さ
れ
た
核
物
質
に
つ
い
て
は
、
ど
の
部
分
が
我
が
国
か
ら
移
転
さ
れ
た
核
物
質
で
、
ど
の
部
分
が
我

が
国
以
外
の
国
か
ら
移
転
さ
れ
た
核
物
質
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
代
替
可
能
性
の
原
則
及
び
構

成
比
率
に
よ
る
比
例
の
原
則
」
は
、
混
合
さ
れ
る
前
の
比
率
と
同
じ
比
率
で
混
合
後
の
核
物
質
を
我
が
国
と
他
国
と
の
間
で

配
分
し
、
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
我
が
国
か
ら
移
転
さ
れ
た
核
物
質
を
特
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
英
国
の
ユ
ー
ラ

ト
ム
か
ら
の
脱
退
に
伴
い
、
日
ユ
ー
ラ
ト
ム
原
子
力
協
定
が
英
国
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
英

原
子
力
協
定
に
、
日
ユ
ー
ラ
ト
ム
原
子
力
協
定
第
五
条
３
と
同
旨
の
当
該
規
定
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

フ
ラ
ン
ス
に
移
転
さ
れ
た
「
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
日
ユ
ー
ラ
ト
ム
原
子
力
協
定
第
八
条
２
(b)
に
規
定

さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ユ
ー
ラ
ト
ム
及
び
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
保
障
措
置
が
適
用
さ
れ
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
ユ
ー
ラ
ト
ム
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
「
役
割
分
担
」
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に

な
い
。 



 

４ 

 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 


